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酒田市地域福祉計画・酒田市地域福祉活動計画「地域福祉にかかるアンケート調査」 

（市民アンケート調査）報告 ［概要版］ 

１  調査概要  

 （１）調査の目的  

  酒田市と酒田市社会福祉協議会では地域の福祉活動や福祉のまちづくりのあり方を  

 考えていくための「第４期酒田市地域福祉計画」「第４期酒田市地域福祉活動計画」を 

 策定します。本調査は計画策定にあたり、地域福祉に関する意識及び実態などを把握 

 し、計画策定の基礎資料とするために⾏いました。 

 （２）調査の対象  

酒田市内にお住いの方の内、無作為に抽出した２，０３６人と社会福祉協議会事業参

加者、団体等１，５００人の合計３，５３６人を対象に調査票を郵送  

 （３）調査の期間  

令和２年８月から 同年９月まで  

 （４）回収数  

２０２０票 （回収率 ５７．１％） 

 （５）本報告［概要版］について 

本報告［概要版］は全３５問のアンケート調査のうち、計画策定にあたり特に勘案す

べき質問項目の結果を抜粋し、作成したものです。詳細の調査結果は「市民アンケート

調査からの現状」として、別途、市及び市社協のホームページに掲載されます。 

 

2  回答者の属性 

 ［年代；問 1］ 

無回答 0.4％ 

 

 

70 歳以上 

37.2％ 

60 歳代 

34.8％ 

30 歳代以下 

7.4％ 
40 歳代 

8.6％ 

50 歳代 

11.6％ ➢回答した方の年齢は「７０歳

以上」が最多であり、次いで、

「６０歳代」です。 
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 ［回答者、学区・地区の別；問３］ 

琢成 103 港南 57 本楯 44 広野 51 観音寺 53 内郷 30 

浜田 95 松陵 94 上田 35 十坂 59 大沢 24 田沢 28 

若浜 98 泉 133 北平田 34 黒森 26 日向 21 東陽 43 

亀ケ崎 140 宮野浦 98 中平田 44 浜中 25 南部 28 
郡鏡・

山谷 
30 

富士見 123 西荒瀬 42 東平田 31 飛島 10 山寺 20 南平田 50 

松原 129 南遊佐 34 新堀 48 一条 35 松嶺 49 
砂越・砂

越緑町 
30 

地区不明 26 

３  生活での困りごと  

 ［現在の困りごと；問４］・・・「特に困りごとはない」を除く上位５項目 

 
 ［将来の困りごと；問 5］・・・「特に不安はない」を除く上位５項目 

 

特に困りごとはない

除雪

自身や家族の介護や医療のこと

経済的なこと

死後のこと（墓じまい、葬儀、相続など）

大掃除（日常的ではないもの）

自身や家族の介護や医療のこと

除雪

経済的なこと

死後のこと（墓じまい、葬儀、相続など）

通院や買い物のための外出

特に不安はない

30.5％ 

12.3％ 

9.4％ 

8.4％ 

6.2％ 

5.2％ 

16.9％ 

12.９％ 

11.1％ 

10.2％ 

6.2％ 

6.0％ 

➢「除雪」が最も多く、次いで

「自身や家族の介護や医療

のこと」「経済的なこと」が多

くなっています。 

➢「特に不安がない」と回答し

た方以外は、複数項目への回

答が多く、将来、複合的な課

題があると考えています。 
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４  地域との関わり  

 ［近所づきあい；問 6］・・・「ほとんど近所づきあいはない」と回答した割合 

 
 

 

 

［行事や地域活動への参加経験；問 9］・・・「参加したことがある」と回答した割合（年代別） 

 

 

 

  

１９歳以下 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳以上

6.7％ 

74.1％ 

86.9％ 

74.5％ 

67.8％ 

54.5％ 

37.1％ 

88.4％ 

➢前回調査（平成 28 年）では、

同じ回答は 1.8％でした。そ

れに比較して、「ほとんど近

所付き合いはない」割合が増

えています。 

➢参加経験は１９歳以下と７０歳以上が多く、２０歳代が最も少なくなっています。 

それ以外 
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5  市内の相談窓口  

 ［ご存知の相談窓口；問 13］・・・上位５項目 

 

 

 ［相談しやすい相談窓口（の条件）；問 14］・・・上位５項目 

 

 

  

14.4％

12.5％

11.4％

10.2％

地域包括支援センター

消費生活センター

市民相談室

子育て支援センター

生活自立支援センターさかた

他の機関などと連携し、最適な相談窓口を紹介してくれる

相談内容に関わらず、一つの窓口で相談ができる

行きつけの場所や地域の身近な場所で気軽に相談ができる

土日祝日や夜間など都合のよい時間に相談ができる

社会福祉士など専門性をもつ相談員に相談ができる

23.0％ 

22.9％ 

22.5％ 

18.9％ 

15.7％ 

10.7％ 

➢「地域包括支援センター」、「消

費生活センター」、「市民相談

室」、「子育て支援センター」

などがよく知られています。 

➢相談窓口は、最適な窓口の紹介や一つの窓口での相談が多く期待されています。 
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6  社会福祉協議会について 

 ［酒田市社会福祉協議会に充実してほしい活動；問 15］・・・上位５項目 

 

 

 

 

 ［学区・地区社会福祉協議会認知度；問 16］・・・「名前も活動もよく知っている」と回答した割合 

 

 

 

 

 

在宅での健やかな生活を支援する活動

地域での支え合いを進める活動

生活や福祉に関わる相談活動

子どもの居場所づくりや子育を支援する活動

判断能力が十分でない方をサポートする活動

名前も活動も

よく知っている

39.3％

18.2％ 

17.2％ 

13.8％ 

10.6％ 

10.1％ 

➢社会福祉協議会には、在宅での健やかな生活を支援する活動や地域での支え合いを進

める活動が期待されています。 

➢前回調査（平成 28 年）では、

同じ回答は30.5％でした。学

区（地区）社協の活動内容を

知っている方は、おおむね増

えています。 

それ以外 
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7  ボランティア・NPO活動について 

［ボランティア活動等の参加経験；問 21］・・「参加したことがある」と回答した割合（年代別）

 

 
 

 

 ［ボランティア活動等に必要な支援や条件；問 23］・・・上位５項目 

 

 

 

１９歳以下 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳以上

59.3％

41.9％

25.1％23.0％23.9％
31.4％ 39.5％

活動に関する広報・情報提供

時間的に負担の少ない活動の増加

体力的に負担の少ない活動の増加

少数の友人や家族と気軽に参加できる活動の増加

ボランティア講習会や各種研修

15.7％ 

14.7％ 

11.6％ 

8.2％ 

7.8％ 

➢参加経験は１９歳以下が最も多く、４０歳代が最も少なくなっています。 

➢広報・情報提供が最も必要と考えられています。負担の少ないボランティア活動が望

まれています。 
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［酒田市ボランティア・公益活動センター認知度；問 24］・・・「知らない」と回答した割合 

 

 

8  災害時の備え 

［地域での災害時の備え；問 26］・・・上位５項目

 

 

 

  

知らない

64.7％

日頃からのあいさつ、声かけ

自力で避難できない高齢者等の把握

避難訓練・避難所運営訓練

地域の危険箇所の把握

地域の情報伝達体制の構築

22.1％ 

21.2％ 

17.5％ 

16.5％ 

12.4％ 

➢酒田市ボランティア・公益活動

センター（ボラポートさかた）

は「知らない」と回答した割合

が６割を超えており、半数以上

に知られていません。 

➢地域での災害時の備えは、日頃からのあいさつ、声かけが大切と考えられています。 

それ以外 

 



80 

 

［災害ボランティアセンター認知度；問 27］・・・「知らない」と回答した割合 

 

 

 

9  成年後見制度など権利擁護 

［福祉サービス利用援助事業認知度；問 28］ 

 
  

言葉だけ

聞いたことがある

（内容は知らない）

42.0％

事業内容も含め 

て知っている 

20.0％ 
聞いたこともない 

33.1％ 

よく知っている 

名称だけ知っている 

43.5％ 
知らない 

43.5％ 

無回答 

➢災害ボランティアセンターを

「よく知っている」または「名

称だけ知っている」と回答した

人は全体の約４割となっていま

す。 

無回答 

➢福祉サービス利用援助事業は７

割以上の方に周知されていない

状況にあります。 
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［成年後見制度認知度；問 29］ 

  

 

［成年後見制度の利用の促進・充実に必要なこと；問 30］ 

 

 

 

  

制度のわかりやすい広報や周知活動による理解の浸透

制度の内容や利用を相談できる専門の相談窓口の設置

援助する後見人等による金銭の横領など不正防止の徹底

援助する後見人等の担い手の確保や養成（市民後見人等）

援助する後見人等になった方の支援、バックアップ

27.3％ 

10.4％ 

11.0％ 

11.6％ 

17.7％ 

制度内容も含め

て知っている 

34.2％ 

言葉だけ 

聞いたことがある 

（内容は知らない） 

41.5％ 

聞いたこともない 

19.8％ 

無回答 

➢成年後見制度は６割以上の方に

周知されていない状況にありま

す。 

➢成年後見制度については、「制度のわかりやすい広報や周知活動による理解の浸透」、「制

度の内容や利用を相談できる専門の相談窓口の設置」が必要と考えられています。 
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10  地域づくり 

［地域社会の問題や課題；問 32］・・・上位５項目 

 
 

 

 

 

［福祉を含む地域づくりを進めるにあたっての課題；問 33］ 

 

活動や役員、民生委員などのなり手・担い手が少ない

世代間（幅広い世代の人々）の交流や付き合いが少ない

住民同士のまとまりや助け合いが少なくなってきている

空き家の増加とその見守りの問題

災害時の避難体制や避難所運営の問題

地域づくりを進めるための運営者やリーダーの確保

地域づくりを進めるにあたり住民の理解・協力を得ること

地域づくりを進めるための運営費や事業費確保

地域づくりを進めるための拠点や場所の確保

その他

29.1％ 

16.1％ 

6.2％ 

12.5％ 

13.8％ 

43.4％ 

1.4％ 

2.3％ 

17.0％ 

28.5％ 

➢「活動や役員、民生委員などのなり手・担い手が少ない」、「世代間（幅広い世代の人々）

の交流や付き合いが少ない」と回答した割合が高くなっており、担い手の確保が重要課

題と考えられています。 

➢「地域づくりを進めるための運営者やリーダーの確保」、「地域づくりを進めるにあたり

住民の理解・協力を得ること」と回答した割合が高くなっており、前問同様、担い手の

確保が重要課題と考えられています。 


